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1. はじめに 

オオセンチコガネの体表面の色は普通の虫と

は違い、生物が持つ構造に光が反射し、それぞ

れが干渉することで生じる構造色である。その

構造色は、地域によって大きく３つの型、赤

色、緑色、青色を示す(1)。  

そこで、近畿圏でのオオセンチコガネの色の

分布を確認するとともに採取を試みた。そし

て、奈良県の奈良公園近辺、曽爾高原、大台ケ

原では青色を観察することができた。三重県伊

賀市の霊山では緑色、三国岳や伊吹山などでは

赤みがかった個体を確認できた。 

 甲虫の前翅は固いクチクラでできており、そ

の組成の違いからいくつかの層に分けられ、多

くの甲虫の構造色は外表皮にある層状構造によ

って生じている。先行研究では、オオセンチコ

ガネの構造色は、外表皮部分にある多層構造に

よるもので、3色それぞれ、層の厚さが異なる

と報告されている(4)。しかし、地域により層

の厚さが異なる原因は解明されていない。 

 

2. 目的 

オオセンチコガネは同種にもかかわらず、な

ぜ地域によって層の厚さが異なるのかを明らか

にする。 

 

3. 方法 

走査型電子顕微鏡（SEM）による 

オオセンチコガネ青色の前翅外表皮断面の観察 

① オオセンチコガネから前翅をはずす。 

② 前翅を液体窒素で凍結した後、ピンセッ

トにより割断した。 

③ 割断面を、SEM(TM4000PlusⅡ(図１))

により観察した。 

 

4. 結果・考察 

白くみえる部分が前翅外表皮である。 

 
図2 観察した写真（上:120倍,下:2500倍）  

走査型電子顕微鏡での観察では、オオセンチ

コガネの翅が帯電してしまい、断面が白く見

えてしまった。よって、オオセンチコガネの

前翅外表皮における層構造を観察することは

できなかった。 

私たちは、地域によって層の厚みの差が生じ

る理由について、仮説を立てた。それは、翅に

含まれる元素の種類や数の違いが原因で、層の

厚みの差が異なるのではないか、という仮説で

ある。 

 

5. まとめ 

色の違いはオオセンチコガネが翅に持つ構造

の層の厚みの差によるものである。しかしなが

ら、走査型電子顕微鏡による観察では、層構造

は確認できなかった。私たちは、新たに元素の

種類や数の違いによって、層の厚みの差が生じ

ると仮説をたてた。そこで、より詳細に観察が

でき、元素分析も可能な透過型電子顕微鏡、

JEM-2100Fを用いて３つの色それぞれの翅の外

表皮を観察した。そして、これから構造的な違

いがあるかどうかや、色により層に含まれる元

素の種類・数を比較しようと考えている。 

 また、オオセンチコガネの色の原因が層構造

であることを電子顕微鏡以外のもので確認する

ため、転送行列により多層構造の反射スペクト

ルを計算したり、シミュレーションを用い同様

の構造を再現したりしようと考えている。

(8)(9) 
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